
内容

L第5期ものづくり革新大学

最終回/修了式　於:県立図書館

Jセミナー&見学会於:宮特観光ホテル

｢農商工連携による新事業創出

への取り租み｣

｢農商工連携訂新発見jツアI ln宮崎｣

J落涙会於:宮崎観光ホテル

｢ 1 00年に一度の不況とどう向き合うか

～いま､経営者のなすべきこと｣

立教大学経済学部救援　山口義行氏

tみやざき工業振興交流会議

■新入社員研修会

於:宮崎県青島青少年自然の寮

■理事会

l莱l 7回工業会通常総会

■宮崎県産学官交読会(軽会に引き8Eき詞鑑)

I第33回工業会交読会(m県央地区部会)

於:宮崎観光ホテル

■第33回工業会交読会

懇親ゴルフコンペ

■第1 6回みやざきテクノフェア

於,都城市播合文化ホール

)第34回工業会交読会(幹事県南且区iB会)

℡諌ゴルフコンヘ

J新年のご挨拶(社)宮崎県工業会　会長　水永正憲○　■活動の記録　ものづくり革新大学､人材育成セミナ一､　〇

専門家派遣､物涜問題懇話会､みやざき飛糊会

○　■新入会員ご紹介(H20.1-12)■盛会裡に終了　第1 5回みやざきテクノフェア

新
年
の
ご
挨
拶

社
団
法
人
　
宮
崎
県
工
業
会

会
長
　
水
永
正
憲

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

会
員
の
皆
様
方
に
は
､
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
｡

当
工
業
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
､
日
頃

か
ら
会
員
企
業
の
皆
様
を
は
じ
め
､
九
州
経
済
産
業

局
､
九
州
整
備
局
､
宮
崎
県
､
大
学
､
関
連
機
関
の

方
々
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
､
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

さ
て
､
我
が
国
経
済
は
｢
1
0
0
年
に
一
度
｣
と
い

わ
れ
る
経
済
危
機
に
直
面
｡
実
体
経
済
へ
の
影
響
が

深
刻
化
し
､
そ
の
長
期
化
が
不
安
視
さ
れ
て
お
り
ま

す
｡

本
県
に
お
い
て
も
昨
年
か
ら
厳
し
い
環
境
が
続

き
､
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
､
受
発

注
の
低
下
や
資
金
繰
り
･
個
人
消
費
の
低
下
な
ど
過

去
に
経
験
の
な
い
厳
し
い
現
況
で
す
｡

企
業
の
衰
退
は
､
産
業
そ
の
も
の
の
寿
命
で
衰
退
す
る

事
例
も
あ
り
ま
す
が
､
大
半
は
､
産
業
転
換
に
対
す
る
改
革

や
挑
戦
へ
の
意
欲
の
衰
退
が
坂
本
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
｡
変
化
へ
の
蓮
巡
は
最
大
の
リ
ス
ク
と
捉
え
､

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
今
､
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

当
工
業
会
と
し
ま
し
て
は
､
国
県
大
学
等
関
係
機
関

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
産
学
官
連
携
･
農
商
工
連
携
の
推

進
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
､
今
年
も
｢
技
術
の
創

造
｣
｢
コ
ス
ト
扇
争
力
の
構
築
｣
｢
高
品
質
づ
く
り
｣
に
重
点

的
に
取
り
組
み
な
が
ら
､
｢
技
術
｣
と
｢
人
材
｣
の
育
成
を
中

心
に
深
化
さ
せ
､
も
の
つ
く
り
人
材
育
成
､
･
物
流
革
新
･
自

動
車
産
業
振
興
･
飛
用
会
の
育
成
強
化
等
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
｡最

後
に
な
り
ま
し
た
が
､
今
年
も
本
県
工
業
振
興
の
た

め
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
､
会
員
の

皆
様
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
指
導

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
活
力
に
満
ち
た
飛
躍

の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
｡



来場者アンケート集計結果(回答1,485人) 

l日的.成果 緬�Xｼb霈h霻�来場者の年齢l 

70才以上 51人 
自社が出展 辻�
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◆みやききテクノフェア

宮崎県立図書館

宮崎市観光商工部

(杜仲小企業診断協会宮捨県支缶

宮崎工業高等学校
日向工業高等学校

佐土原高等学校

地上デジタル放送コーナー

(NHK･MR~｢UMK)

みんなのJてイオ学園Jn宮崎

((財)I tイオインダストリー協会)

◆異業種交盃フォーラム

宮崎大学

都城工業高等専門学校

㈱みやざきTLO

宮崎県工業技術センター

宮崎県食品開発センター

宮埼県地峡陪集型共同研究事業

アイティープロ㈱

嫌をがと二コ二コネット

㈱日南家具工芸社

夢らく商事(石川県)

足立木材工業㈱ (大分県)

㈱エス･エフシー(熊本県)

GT.スパイラル㈲ (熊本県)

宮崎県技術･市場交流プラザ

延岡異業種交流プラザ

宮崎県異業種交流連絡協議会

来
て
･
見
て
･
発
見
!
未
来
を
つ
く
る
宮
崎
の
技
術

○
み
や
ざ
舌

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

盛
会
裡
に
終
7
-

莞
1
 
5
回
み
や
さ
き
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
は
､
日
月
1
 
4
日

(
金
)
､
1
 
5
日
(
土
)
の
2
日
間
､
(
呂
崎
市
総
合
体
育
館
及

び
周
辺
施
設
に
て
開
催
｡
今
回
は
他
機
関
事
業
と
の

同
時
開
催
に
よ
り
｢
み
や
さ
き
総
合
産
業
祭
｣
の
一
つ

と
し
て
開
催
し
､
そ
の
効
果
も
あ
り
全
体
の
来
場
者

は
2
日
間
で
1
万
8
千
人
が
来
場
､
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
｡

オ
ー
プ
二
ン
ク
セ
レ
モ
ニ
ー
は
､
水
永
会
長
の
開

会
挨
拶
に
続
き
､
井
手
九
経
局
産
業
部
次
長
､
河
野

副
知
事
､
津
村
宮
崎
市
長
､
そ
し
て
来
年
度
開
催
地

の
良
筆
都
城
市
長
の
挨
拶
の
後
､
ご
来
寅
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
､
く
す
玉
割
り
を
執
り
行
い
ま
し
た
｡

県
内
外
の
企
業
や
研
究
機
関
､
学
校
な
ど
5
8
社
･

機
関
が
出
展
､
フ
ェ
ア
イ
ヘ
ン
ト
ク
ル
ー
プ
に
よ
る
抽

選
会
や
焼
酎
清
酒
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
､
飛
用
会
企
画

に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ま
つ
り
､
会
員
企
業
協
賛
に
よ
る

黒
豚
丸
焼
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど
好
評
で
し
た
o

【
同
時
開
催
】
｢
異
業
種
交
流
･
産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ

ム
九
州
･
沖
縄
大
会
m
み
や
さ
き
｣
｢
全
国
商
工
会
議

所
観
光
振
興
大
会
2
0
0
8
m
南
九
州
宮
崎
分
科

会
｣
｢
み
や
ざ
き
物
産
展
｣
｢
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
エ
ン
ス
｣

｢
発
明
く
ふ
う
作
品
受
賞
作
品
展
｣
｢
み
や
さ
き
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ア
｣
な
ど
｡
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